
Nino Ricardo で学ぶFlamenco Guitar 

  

底なし井戸を内に秘めた万華鏡…  
一時代を作った不朽の名匠 

                                                                                 
※濱田滋郎 フラメンコ・アーティスト列伝より引用 

  

  

ニーニョ・リカルド 

（1904年セビージャ生～1974年セビージャ没） 

 

ラモン・モントージャ、サビーカス、パコ・デ・ルシアと並

ぶ 史上最も偉大なフラメンコギタリストです。 

 

アフィシオナードの父の手ほどきで子供の頃からギターに

親しみ、１５歳頃からプロとして活躍。 

    

ニーニャ・デ・ロス・ペイネスの伴奏で24年に初録音。 



以後 

 

ペペ・マルチェーナ、マノロ・バジェーホ、  アントニオ・

マイレーナ、エル・チョコラーテ  など、  数々の名歌手た

ちと多くの録音を残しています。 

    

  

歌伴奏を中心に活動を多く行いましたが、  独奏の分野でも

新しいスタイルを作った功績は大きく    

 

複雑で華やかな新しいスタイル 

美しいファルセータやメロディは 

“リカルディスモ”とも呼ばれ 

 

かつては多くのギタリスト達が彼をコピーし   

また影響されました。 



    

しかし 

リカルドの演奏の本領は   

 

皆が真似する外形的な豊かさ   

華麗な意匠にもまして   

 

深い内面性 

尽きることのない 

デリケートな陰影の魔力にありました。    

  

同じ時期に活躍した   

サビーカスなどと比べた時 

  

テクニック的には完璧な 

ヴァルトゥオーソとは呼べなくとも   



1音1音に込められる彼の声 

（ホンドな曲調を弾く時は実際唸りながら弾いた）は   

まさに一種の鬼気となって 

彼のレコードにも流れています。    

  

 

その彼のレコードの中での最も重要かつ有名な一枚である

    

 

  

「Toques Flamencos De Guitarra」
      
  

リカルドのトーケの特色は 

まず微妙なニュアンスを含んだ音色の美しさ 

時に深く重いかと思えば 



また時に絵も言われず行きで軽い。------------- 

---------------その華奢な美しさは、ヒラルダの塔のようにき

っちりとした形を守るものではなく、あたかも微風の中です

るレース編みのように揺れながら人を魅了するものであっ

た。あくまでも手づくりの、ひとの心のたまゆらを表すトー

ケだったのである。 
              ※濱田滋郎 フラメンコ・アーティスト列伝より引用 

  

       

この「Toques Flamencos De Guitarra」 

全１３曲が入っていますが、 

 

 

基本的順フラメンコの大部分が収められています。 

    

１、 Siguiriyas  (Siguiriyas En La 

２、 Soleares  (Gitanita Gaditana 



３、 Alegrías  (De Chiclana A Cai 

４、 Granadinas  (Sentir De Sacromonte 

５、 Tientos (Cai Calorri 

６、 Fandango de Huelva  (Marisma De Huelva 

７、 Serranas  (Serrana Juncal 

８、 Soleares  (Soleares En La 

９、 Alegrías  (El Mellizo 

１０、Tarantas  (Tierra Minera 

１１、Bulerías  (Juncales 

１２、Malagueñas  (Velez-Malaga 

１３、Zapateado  (Zapaeado En Do Major 

      

 

どれひとつ傾聴に価しないトーケはなく、 

最もフラメンコ的、かつ美しく、伝統に根ざしたファルセー

タが紡がれています。 



  

これ以前の重要な録音では 

ラモン・モントージャの 

 

「El Genio De La Guitarra Flamenca」 

 

がありますが 

 

リカルドのファルセータを聞くと 

その伝統を受け継ぎ発展させていることがわかります。       

  

「本質的なものから外れないようにしながらだが、“上向き

に”トーケを発展させていかなくてはいけない」    

    

「正しくそれができない者は、ダメになる。昔は今よりもも

っと平坦に弾かれていた。ラモン・モントージャは、計り知



れない才能でギターのあらゆる可能性をつかんだ人だ。わた

しもそうした可能性を追求しようとしてきたが、一方ではカ

ディス＝セビージャという基本的な一角から離れない線を

まもりつづけてきた」 

                                     

                                       
ニーニョ・リカルド 

  

      

 

 

ギターの世界で 

 

“リカルディスモ” 

 

という言葉が流行った時期がありました。     

 



名匠ニーニョ・リカルドの生前 

没後を通じて強く影響を受けた人々が   

彼の作り出したファルセータ 

（ギター演奏のために編み出された旋律）を  

好んで奏でる傾向を指して 

 

 “リカルディスモ” 

 

という言葉が使われたのです。     

  

リカルドに影響を受け  

一番弟子と言われたギタリスト 

 

ホセ・マリア・パルド 

をはじめとし   

パコ・デ・ルシア、セラニート、マノーロ・サンルーカルも 



出発点はニーニョ・リカルドにありました。     

 

若き日のパコ・デ・ルシアは、 

リカルドの全てのファルセータをコピーして弾けたと言わ

れています。    

  

そんなリカルドの基本的なエッセンスの集大成とも言える 

 

この 

 

   「Toques Flamencos De Guitarra」   全１３曲 

 

をマスターすることにより   

あなたもホセ・マリア・パルド 

パコ・デ・ルシアや セラニート、 

マノーロ・サンルーカルらと   



同じようにフラメンコギターの 

基本と伝統を学ぶことができるでしょう。     

  

そこからは、パコ・デ・ルシアに進むのも良いでしょうし、

   

パコやリカルドのように 

学んだ先人のスタイルをベースにして、   

あなたのスタイルを作っていっても良いでしょう。     

  

それは、フラメンコではないかもしれません。    

 

しかし 

必ずしもフラメンコの伝承者にならなくても良いのです。    

  

あなたの音楽の一助にしてください。    

 



 

敬意と感謝の気持ちを持って  フラメンコのエッセンスを 

 

あなたのモノにしてください。    

   

そのための一助としまして今回は 

 

「Toques Flamencos De Guitarra」全１３曲を 

全てタブ譜にして書き起こしました。   

  

それをあなたに無料で提供させていただきます。     

  

どうぞ、タブ譜と音源を参考にしつつ   

ご自身の腕を磨いていってください。    

  

でも気をつけてくださいね。     



きっと練習を重ねるうちに  パコたちと同じようにリカル

ドにハマって  抜け出せなくなってしまうかもしれません

ので。 

     

その後は保証できません。     

どんどんと深みにはまっていってください＾＾    

  

もう普通のギター音楽じゃ満足出来なくなってくるかもし

れません。 

     

でもそんな“あなた”はもう僕たちの仲間ですね笑    

「ようこそ」と言いたいです＾＾ 

    

まずは、PDFをダウンロードして   

音源と一緒に楽しんでください。     

気に入った曲から始めてみましょう。 



 

「Toques Flamencos De Guitarra」全１３曲 

 

タブ譜PDF無料プレゼントはこちらから 

 ----------------------------------------------------------------------- 

「Toques Flamencos De Guitarra」音源はこちらから 

（Amazon にとびます。こちらは有料です） 

  


